
獨協医科大学越谷病院小児外科のあゆみ

2013 年

獨協医科大学越谷病院小児外科



 1

 5

 8

15

24

30

31

33

38

40

47

49

53

54



巻頭言：臨床研究のすすめ 

獨 協 医 科 大 学 越 谷 病 院 

小児外科教授 池田 均 

 

当施設では 2006 年より小児鼠径ヘルニアに対して極小切開

による根治術を行っている。Potts 法を改良したその究極のよ

うな術式で、SSEM（selective sac extraction method）と名付

けて実施可能性の後方視的検討結果を 2009 年に J Pediatr Surg 誌に発表した。この段階

ですでに患者さんやご家族には標準術式と説明できる十分に良好な結果を得ていたのだが、

安全性と有用性の前向きのデータを添えて患者さんに提示したいとの理由から臨床研究を

実施することにした。 

患者さんのエントリー数を 2 年間に 300 例と見込んで計画を立て、倫理審査を経て 2009

年に症例登録を開始した。患者さんには術後 1 週目と 1 年後の 2 回、外来を受診してもら

うことで承諾を得た。エントリーは予定どおりにすすみ 2011 年の暮れには症例登録が終了

し、最後の症例の 1 年後のフォローアップを完了して最終解析を行うこととしたが、困っ

た問題が生じた。術後 1週目の外来診察は受診率 100％なのだが、1年後についてはかなり

の患者さんが未受診のままである。これは想定になく、熟慮の末、手紙と電話によるリマ

インダーで来院のお願いをするという方策をとることにした。しかし、転居のため連絡の

とれない症例も多く、連絡がとれた親御さんには夏休みの受診でよいと最大限の便宜を図

らざるを得ない。来院した親御さんに聞いてみれば忘れていたという回答が最も多く、丁

寧に説明し、印鑑までいただいたのにとの思いは胸のうちにしまった。結局、何とか 80％

のフォローアップを完了したが、2回目の外来診察については時期にばらつきが生じる結果

となった（＊）。 

前向きの臨床研究と一言でいうが、実際にやってみればなかなか難しい。実施する側は

意思や手順を統一し、研究内容の説明や IC の取得には慎重さを欠かないよう配慮したつも

りである。研究テーマの SSEM については私が全例の手術に入ることでその質を保証した。

しかるに患者さんの方にだって都合もあれば、事情もあるということか。 

言うまでもなく前向きの臨床研究は医学の進歩に欠かせない。しかし、その実施に際し

ては計画通りにならない場合や、あるいは排除しきれないバイアスを容認せざるを得ない

事態に至ることもあるとあらためて実感した。ただし、結果はそれだけ臨床の現実を反映

した真実に近い結果とも理解できるのであるが。 

（＊ Pediatr Surg Int, online first, doi:10.1007/s00383-014-3494-x） 
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医療クラーク・長嶋さんと 

秘書・粕川さん・加藤さん 

Ⅰ 教室人事 

2013 年 4 月 1 日、鈴木 信君が群馬大学病態総合外科の講師に異動となり、同君には引

き続き非常勤講師として鏡視下手術の手術と教育を担当してもらうこととした。また、畑

中政博君が国立成育医療研究センター病理診断部への学外派遣（国内留学）から復帰し、

一方、五十嵐昭宏君は公立藤岡総合病院外科（群馬県藤岡市）における一般外科の研修を

終了し、小児外科の研修目的で群馬県立小児医療センター外科へ異動した。したがって、

学内は池田、石丸、田原、藤野、畑中、長谷川（旧姓、青木）の 6名体制となった。 

形成外科の外来診療、手術、教育を担当、指導いただいている群馬県立小児医療センター

形成外科部長浜島昭人先生には引き続き特任教授にご就任いただいた。また東京労災病院形

成外科の藤田幸代先生には非常勤講師として形成外科の外来診療、手術、教育を継続してい

ただいた。東邦大学医療センター大森病院小児医療センター小児外科教授黒岩 実先生には

引き続き非常勤講師として鏡視下手術の教育を担当していただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学外研修中の

五十嵐君 

− 30−



Ⅱ 研修記 

 ～ドキュメント 72 時間 「大雪の小児医療センター」～ 

五十嵐昭宏 

 小児外科医療のさらなる高みを目指し、群馬県立小

児医療センターで 1年に渡る勉強をさせていただいた。

前橋市の北方に位置し、国道から 1km 程の高台にその

病院はある。群馬県内にとどまらず埼玉県北部をもカ

バーし、強力な小児医療専門職集団によって北関東の

小児医療の一翼が担われている。特に外科は僕以外が

すべて「小児外科部長」という猛者の集まりであった。 

 そんな恵まれた環境の中で春より数々の経験をすることができた。鼠径ヘルニアはもと

より、大腿ヘルニアや小腸閉鎖合併の腹壁破裂といった比較的数の少ない病態にも携わる

機会が得られた。手術においては良き伝統を守りつつも随所に創意と工夫が込められ、す

でに成人外科では一般的となっている各種デバイスも積極的に取り入れられていた。 

 こうした実りある時間が過ぎつつあったある日、それは突然にやってきた。記録的な大

雪が報じられた 1 週間後、小高い山の上に建つ病院はこれをも凌ぐ雪で覆われた。外界と

の交通が絶たれる中、多くのこどもたちとその家族を抱えた病院の運命はいくばくかの敏

腕小児科医と１人の便乗小児外科医の手に託された。 

 

2 月 14 日 

22:00 静かに舞う雪の中の突然の停電。光を取り戻す中、これがしのび寄る災いの前兆で

あることは知る由もなかった。 

2 月 15 日 

7:30 病院敷地内の職員寮を出ると一面の銀世界。雪をまとった車は雪像と化し、前を行

く職員はその白い地面に忽然と消えた。 

7:40 雪が降りしきる中、病院前では警備員さんがスコップ片手に奮闘していた。これか

ら救急車が来るとのこと。しかし、その後この救急車が現れることはなかった。 

7:50 病棟で目にしたのは前日準夜帯と同じ顔ぶれの看護師さんたちであった。 

10:00 形成外科術後の子の包交の依頼あり。越谷での記憶をたどりつつ即席の「形成外科

医 五十嵐」が誕生。 

11:30 当直師長と心臓外科 Dr が乾パンと水を配っている。備蓄食料は付添いのご家族の

手にも渡った。 
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14:00 車を捨て、雪まみれの長靴と共に血液センターのバッグを担いだ男性が到着。 

21:00 カンファレンス室のソファーや外来ベッドには仕事着の宿泊者がごった返してい

た。 

2 月 16 日 

7:45 前日朝に沼田を出発したという看護師さんは未だ姿を見せず。 

8:00 幸いに子どもたちの様子はいつもと変わらなかった。ただ、「朝ごはん、献立とちょ

っと違うねえ。」と。 

10:30 雪山を登山してきた外科部長から降ろされたバッグにはたくさんのおにぎり。皆の

表情につかの間のほころびが見られた。 

13:00 手術室内更衣室より手術着が家族の手元に届く。 

14:00 手にしたスコップをのぞくと 1台の除雪車が堅牢な姿を光らせていた。その雄姿の

後にはアスファルトが久々の顔をのぞかせた。 

14:30 病棟に戻るともう一つの雄姿が目に映った。テレビの中でメダルと共に輝く葛西選

手であった。 

16:00 病院前に横付けされた物々しいたたずまいの 2台の車両。中から現れた屈強な男の

肩からは救援物資が降ろされる。そこには「自衛隊」と書かれていた。 

未明 産科病棟では 1つの命が産声をあげた。 

2 月 17 日 

9:30 手術室も外来も放射線科も。外では人海戦術に賛同した有志が雪かきに汗を流した。 

14:00 遅れること 5時間、胆道閉鎖症手術が始まった。病院内は総力をあげた外科の戦い

が続いた。 

17:00 最後の宿泊者、循環器科 Dr が山を下りられる。 

2 月 18 日 

9:00 ロッカーにはスキーウエアーやスノーブーツが所狭しと並ぶ。 

12:00 そんな中、食堂のカレーに 1切れではあるが「カツ」が乗るようになった。 
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Ⅲ 教室員のひとこと 

「個人的なことですが」 

石丸由紀 

 2014 年のはじめは、息子の受験がありました。親に頼りきりで何もできないと思ってい

た息子ですが、１年間の予備校通いの間に、知らないうちにいろいろなことができるよう

になっていました。何ができなかったかあまり具体的なことを書くと家の恥じになるくら

いですが。 

 高校を卒業して予備校に行くことを決めるまでには紆余曲折あったのですが、高校と同

様、自分で行くと決めてからはほぼ休まずに登校。最低だった偏差値もやや上がり、そし

ていくつか合格が出た学校の中から選んだのは、自宅から電車で片道２時間以上かかると

ころにある学校でした。入りたい学部があったことと、校舎の場所からして独り暮らしが

できることが理由だったようです。 

 以前は何をするにも「無理」「めんどくさい」と言ってなかなか動かなかったし、自己評

価も低かった息子ですが、予備校や受験、電車通学などを通して少しずつできることが増

え、自信を付けていきました。ちょっとコミュ障なのは変わりませんし食べ物も相当偏っ

ているようですが、自炊、洗濯などもこなしながらなんとか一人で生活しています。 

 ４月から息子が急に独り立ちしてしまったため、毎晩二人でいっしょにご飯を食べて買

い物に行っていた時間がぽっかり空いてしまいました。初めのうちはどう過ごしていいか

分からず、時間をもてあまし気味であまり家に帰りたくなかったのですが、手始めに平日

の夜、仕事が終わった後に映画を観に行ってみました。周辺のシネコンは平日の夜はとて

も空いています。夏くらいまでは立て続けに見たかった映画を何本か見ました。また、SNS

上で再会した高校の同級生達と食事に行って旧交を温めたりして、自分のために使う時間

が増えてきました。 

 振り返ってみると、一方的に面倒を見ていたと思っていましたが、今まで息子と私は依

存し合っていたのかもしれません。予備校や受験、独り暮らしは私たち親子にいい意味で

変化をもたらしたと思います。 

 それにしても、今の受験はいろいろな方法と時期があり、とても難しくて大変でした。 

 

「健康は何事にもかえがたい」 

田原和典 

世間ではお金が全てだと語る輩がいる。しかし、お金では解決できないものはごまんと

あり、中でも健康はその最たるもので、「健康は第一の富」と言われる。キリストも、“身
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体の健康と健全なる状態はすべて金にまさる”と言った。そして人は病気になってこの健

康の大事さに気付く。健康であることに油断していると、いざ病気になった時、準備と覚

悟ができていないため、結果大変な苦しみと対峙しなければならなくなるのだ。 

2013 年 2 月から激しい頭痛と手の震え、動悸に襲われるようになった。健康だと思って

いた身体が嘘のようで、一時血圧が 192/102 まで上昇するようになった。精密検査では異

常なしと診断を受けるが、夏が過ぎ秋になっても症状は消えず、不安な毎日に気分は落ち

込む一方だった。結局これは副腎の腫瘍が原因だと分かりほっとしたが、手術という壁が

立ちはだかった。怖い・逃げたいという衝動が先走るが、冷静に判断しても手術しか選択

肢はなく、12 月下旬の手術に踏み切った。手術は無事成功しこれで終わったかと安心した

のも束の間、当初順調であった術後経過が退院間際に変調を来した。大晦日に退院となり

帰宅したものの、その日に突然の呼吸困難と胸痛に襲われ、肺塞栓の診断で同日夜緊急再

入院となった。外科医として術後合併症について理解していたが、まさか自分に合併症が

生じるとは思ってもなかったため、予期しない事態にただ落ちこみ狼狽するだけであった。

幸い点滴と内服薬で症状は徐々に改善し、1月初旬に無事退院できたが、その後突発性難聴

にも苦しめられるなどなかなか安定が得られず、次々に立ちはだかる壁に対峙し心が折れ

そうになった。その後しばらくは体力的に辛かったが、徐々に体調は改善し、現在も内服

治療を続けながらもいつもの日常を取り戻すことができた。この闘病生活を通し、改めて

病気の恐ろしさと健康の大事さを思い知らされた。 

私は 2013 年春より病気と向き合う事態に陥り、お金では買えない貴重な経験をした。だ

が今はこの闘病経験を通して、“すべての不幸は未来への踏み台にすぎない”と考え、今後

の人生にとってプラスな貴重なイベントだったとポジティブに考えることに意識を変えた。

そして今は、いつ立ちはだかるかも知れない壁に、常に立ち向かえるようにファイティン

グポーズを取っている。 

 

「やる気と記憶力」 

藤野順子 

医学部の学生時代、友人と『あの俳優の名前？えーっと、なんとかかんとか。ほら 007

に出てた…ここで思い出せないと年寄り！』とか言い合ってなんとか思い出していた。ち

なみにその俳優はピアース ブロスナン。 

 ところが、今。『なんだっけ？忘れた、いいや別に思い出さなくても』と記憶から引き出

すこともあきらめている。別に映画俳優の名前を思い出すのが大切なのではない。思い出

す努力と思い出すことが重要なのだ。それを今ではハナからあきらめている。そんなくだ

− 34−



らないことに時間と労力を費やしたくない、といえばまだ、成長したのだといい訳もつく。

しかし本質は、記憶力が衰えている上に思い出す思考回路も錆び付いているため、思い出

すのに時間がかかってしんどいのである。きっと脳はしんどいことはやりたくないから、

結果として思い出すことを最初からあきらめるのである。 

 いろいろ事情があって、2 年前に外科専門医試験を受けることになったとき。卒業して

13 年もして受験勉強か、と正直ため息がでた。自慢にもならないが、私は国試の勉強を試

験の１か月前くらいに始めた。始めた途端、その膨大な知識量に目眩がした。毎日過換気

防止に紙袋を口にくわえながら勉強したという、まさに開いた口が塞がらない状態だった。

さて、外科専門医試験のときも国試の教訓は活かせず、やっぱり１か月前からあせって試

験勉強を始めた。学生時代や学外派遣時に仕入れた中途半端な知識はすっかり忘却の彼方。

日中は勤務があるので子どもたちが布団に入った後か土日の空き時間だけが勉強時間だっ

た。しかし、最初の落胆とは裏腹に、スイスイ知識が頭に入るではないか。ここで考えた。

もしかして国試に受かったのも外科専門医試験に受かったのもやる気が違っていたからで

はないか。やる気と記憶力は比例するのだ。 

 やる気があれば短い時間でも記憶できるし、すぐに思い出すこともできるのである。た

だ、やる気になるのが遅いのはいいことなのかどうなのか… 

 

「無題」 

畑中政博 

もうすぐ親父の 3回忌を迎える。格別時が早く過ぎたわけでもなく、気づけばもうそん

な時期かという淡々とした心境である。親父は私が物心ついたときにはすでに電気工事の

会社を立ち上げ、朝早くから夜遅くまで働いており、ほとんど一緒に遊んだ記憶がない。

息子の私からみても仕事人間な人であった。そんな親父の 62 歳という生涯は果たしてどん

な人生であったのかと、ふと考えることがある。 

今私の息子達は小学生であるが私の幼少期と同じ様な遊びや趣味に没頭している。性格

は個々に違いはあれども両親の良いところも悪いところもよく受け継いでいるようである。

休日は殆ど一緒に過ごすことができず、家族旅行は年 1回、私の夏休みに合わせているの

が現状だが、それでもたいした文句も言わないところをみると、ある程度私の仕事を理解

してくれているのかと勝手に思い込んでいる。以前どんな職業になりたいか聞いたことが

あるが、2 人揃って医者にはなりたくないという返答を聞き、何故かと尋ねたことがある。

答えは仕事が大変そうだからとのことであった。家に帰ってくるのが遅い、休日も仕事、

緊急の呼び出し、遊びに連れて行ってくれない･･･なんだか幼少期の自分と重なるものがあ
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る。休日の食事はなるべく自分が作るようにしているが、これは少しでも家族との団らん

を大切にしたいから･･･などと名目上はしているが趣味の延長である。お袋の味ならぬ親父

の味だ。幸いなことに今のところたいした文句が出ていないので今しばらく続けられそう

である。 

最近、仕事に没頭する気持ちや面白さがほんの少しだがわかってきた気がする。（だいぶ

遅い気がするが･･･）仕事に違いはあれども親父の気持ちも何となく理解できるようになっ

たかなと思っている。まだまだ時間はかかるかもしれないがこんな親子の理解の仕方もあ

るのかなと、子育てをしながら思う今日この頃である。 

 

「タイムカプセル」 

長谷川真理子 

先日、高校の同窓会に出席しました。卒業のときに将来の自分へ向けた手紙を開け、さ

らに 10年後の自分に向けた手紙を預けるというタイムカプセルのイベントがあるというこ

とで、とても楽しみにその日を迎えました。最近でもよく顔を合わせる友人も多いのです

が、卒業以降初めて再会する友人もおり、お世話になった担任教師にも会えました。結婚

したり出産したり、バリバリ仕事をしていたり、状況は様々ですが、みんな当時と変わら

ずすぐに女子高生に戻った気分になりました。さて、過去の自分からの手紙を開封すると

…。驚いたことに、今回書いた将来の自分への手紙と全く同じことを、同じ構成で書いて

いたのです。①家族は元気にしていますか。②ちゃんと医者として頑張っていますか。③

どんなに忙しくてもおしゃれには気を使って下さい。④10 年後の私は、今の私がこれから

作っていくものだから、頑張ります…などなど、不安に思っていることや、目指している

こと。周りの状況は大きく変化していても、考えていることは変わっていないのだなぁと

少し恥ずかしく、少し嬉しくなりました。貫いているというべきか、成長していないとい

うべきか。きっとさらに 10 年後も同じことを考えているのでしょう。ただし、高校生であ

った自分が今小児外科医として修練しているように、10 年後もレベルアップはしていたい

と願います。 

今年はソチオリンピックの年でしたが、選手たちは「4年前の自分に勝ちたい」、「4年後

にはもっと成長した姿を見せたい」と言っていました。彼らは 4 年という期限のなかで目

標を立て、練習に取り組んでいます。そしてそこには年齢による限界も考慮に入れなけれ

ばなりません。だから必死に練習に励み、結果にこだわることができるのだと思います。

私も学生の頃は中学・高校は 3 年間、大学は 6 年間という確かな期限のなかで目標をもっ

て取り組んできました。卒業、国家試験を経て初期研修 2 年、後期研修 2 年が終わると、
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その後は誰も期限を作ってはくれません。 

10 年後、タイムカプセルを開けた時、今よりもう少し大人になった自分に「よく頑張っ

た」と認めてもらいたい。そのためには今の私がしっかりと目標と期限を作り、結果にこ

だわって取り組んでいくことが大切なのではないでしょうか、そんな事を考えさせてくれ

る同窓会でした。 

 

 

− 37−



0

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

（
人

）

（年）

図１．外来新患数

非紹介患者

紹介患者

0

100

200

300

400

500

600

700

800

20002001200220032004200520062007200820092010201120122013

（
人

）

（年）
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Ⅳ 診療の集計 

1．外来および入院 

2013 年の外来延べ患者数は 6,384 名、うち新患者数は 1,662 名でその紹介率は 47.4％で

あった（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、2013 年の入院患者数は 701 名、うち新生児入院数 21 名であった（図 2）。 
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図３．手術数

2．手術 

2013 年の手術数（全身麻酔下の内視鏡検査及び処置を含む）は 607 件、うち新生児手術

数（内視鏡検査は含まない）は 15 件であった（図 3）。 
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Ⅴ 研究業績 

1．論文発表 

「原著・総説・症例報告・その他」 

1) Tahara K, Ishimaru Y, Fujino J, Suzuki M, Hatanaka M, Igarashi A, Ikeda H. Association of 

extrahepatic bile duct duplication with pancreaticobiliary maljunction and congenital biliary 

dilatation in children. Surg Today 43:800-805, 2013（2012 年に published online で既出） 

2) 池田 均、鈴木 信、藤野順子：急性虫垂炎：手術適応および腹腔鏡下虫垂切除術と

待機治療．小児科 54:395-400, 2013 

3) 池田 均：特集：一般外科医が知っておくべき小児患者への対応、小児医療における

患者ならびに保護者への説明（対応）のあり方．臨床外科 68:518-520, 2013 

4) 池田 均：外科臨床研究の現況：小児外科‐グループ研究による神経芽腫の標準治療

の確立と新規治療の開発‐．日外会誌 114 臨時増刊号（3）:45-46, 2013 

5) 高橋 篤、桑野博行、鈴木 信：特集：一般外科医が知っておくべき小児患者への対

応、小児における内視鏡手術の適応と注意点．臨床外科 68:513-517, 2013 

6) 五十嵐昭宏、藤野順子、畑中政博、鈴木 信、田原和典、石丸由紀、池田 均：最近

の血管腫・血管奇形の治療経験．第 109 回東京小児外科研究会抄録集、48:16-19, 2013 

7) 鈴木 信、青木真理子、五十嵐昭宏、畑中政博、藤野順子、田原和典、石丸由紀、 

黒岩 実、鈴木則夫、池田 均：腐食性食道炎による瘢痕性食道狭窄に対する有茎空

腸間置食道再建術の経験．日小外会誌 49:939-947, 2013 

8) 鈴木 信、青木真理子、五十嵐昭宏、畑中政博、藤野順子、石丸由紀、田原和典、 

池田 均：腐食性食道炎に対する食道全摘・有茎空腸間置食道再建術．小児外科 

45:564-568, 2013 

9) 藤野順子、鈴木 信、長谷川真理子、五十嵐昭宏、畑中政博、石丸由紀、池田 均：

小児腹腔鏡下虫垂切除術および待機治療の効用．日臨外会誌 74:2051-2057, 2013 

10) 長谷川真理子、藤野順子、鈴木 信、五十嵐昭宏、畑中政博、田原和典、石丸由紀、

池田 均：食道閉鎖症・先天性食道狭窄症術後の下部食道の通過障害に対し逆流防止

術が有効であった 1例．日小外会誌 49:1252-1257, 2013 

 

「著書・その他」 

1) 池田 均、田原和典：鼠径ヘルニアのオープン手術．「スタンダード小児外科手術」、

メジカルビュー社、pp130-132, 2013 

2) 池田 均、田原和典：精巣・精索水瘤、ヌック管水瘤．「スタンダード小児外科手術」、
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3) 石丸由紀、池田 均：食道疾患：先天性疾患．「消化器病学：基礎と臨床」（浅香正博、

菅野健太郎、千葉 勉、編）、西村書店、pp470-478, 2013 

 

「研究報告」 

1) 池田 均：（総括研究報告）神経芽腫における標準治療の確立と新規治療の開発に関す

る研究．厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事業）「神経芽腫における標準治療

の確立と新規治療の開発に関する研究」平成 24 年度総括・分担研究報告書、pp1-34、
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の確立と新規治療の開発に関する研究」平成 22-24 年度総合研究報告書、pp1-196、2013

年 4 月 

3) 池田 均：（分担研究報告）日本小児・血液がん学会における「小児血液・固形腫瘍疾

患登録事業」の展開．厚生労働科学研究費補助金（がん臨床研究事業）「小児がんの罹

患数把握および晩期合併症・二次がんの実態把握のための長期フォローアップセンタ

ー構築に関する研究」平成 24 年度総括・分担研究報告書、pp37-43、2013 年 3 月 

 

2．学会・研究会への参加 

「口演発表」 

1) 池田 均：外科治療委員会報告．第 13 回日本横紋筋肉腫研究グループ(JRSG)研究会、

2013.1.27、東京 

2) 畑中政博、中野夏子、羽賀千都子 大喜多肇、松岡健太郎、中澤温子：巨大肝血管腫の

1例．第 125 回関東・東海地区小児病理症例検討会、2013.2.1、東京 
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4) 石丸由紀、青木真理子、藤野順子、鈴木 信、田原和典、池田 均：食道インピーダ

ンス検査によって治療方針を決定した胃食道逆流症の 1幼児例．第 43 回日本小児消化

管機能研究会、2013.2.9、久留米 

5) 藤野順子、青木真理子、五十嵐昭宏、畑中政博、鈴木 信、田原和典、石丸由紀、 

池田 均：Multichannel Intraluminal Impedance 使用の経験〜従来の 24 時間 pH モニ

タリングとの比較〜．第 43 回日本小児消化管機能研究会、2013.2.9、久留米 
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8) 五十嵐昭宏、江原 玄、萩原 慶、高橋 遼、熊倉裕二、最上恭至、小林 力、 
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成を来たし絞扼性イレウスを生じた 1例．第 828 回外科集談会、2013.3.23、東京 

9) Hatanaka M, Nakano N, Haga T, Ohkita H, Matuoka K, Nakazawa A, Aoki M, Igarashi A, 

Fujino J, Suzuki M, Ishimaru Y, Tahara K, Ikeda H. Pathological evaluation of 

hypoganglionosis using immunohistochemistry. The 46th Annual Meeting of the Pacific 

Association of Pediatric Surgeons, Hunter Valley, Australia, April 7-11, 2013 

10) Fujino J, Aoki M, Igarashi A, Hatanaka M, Suzuki M, Tahara K, Ishimaru Y, Ikeda H. 

Evaluation of urachal remnant resection and the correlation between preoperative shape and 

pathological findings of the resected tissue. The 46th Annual Meeting of the Pacific Association 

of Pediatric Surgeons, Hunter Valley, Australia, April 7-11, 2013 

11) 池田 均、森川康英：シンポジウム「難治性小児がんの集学的治療と小児外科医の役
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34) Hishiki T, Kuroda T, Tajiri T, Yoneda A, Tokiwa K, Muraji T, Sugito K, Matsumoto K,  

Kumagai M, Soejima T, Takimoto T, Takahashi H, Kamijo T, Matsumoto A, Hara J, Ikeda H, 

Nakagawara A, Japan Neuroblastoma Study Group. Review of surgical treatment in patients 

enrolled in the JNBSG high-risk neuroblastoma clinical trial (a phase II study of 

multidisciplinary approach to establish standard treatment for advanced neuroblastoma) – A 

report from Japan Neuroblastoma Study Group (JNBSG). The 45th Congress of the 

International Society of Paediatric Oncology, September 25-28, 2013, Hong Kong 

35) 大島美喜子、関根 望、山浦由美子、佐藤貴恵子、畑中政博、池田 均：慢性便秘患

児への排便コントロールの関わりを通して．第 24 回日本小児外科 QOL 研究会、

2013.10.5、福岡 

36) 石丸由紀、長谷川真理子、畑中政博、藤野順子、田原和典、池田 均：胆嚢ポリープ
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の 1例．第 48 回日本小児外科学会関東甲信越地方会、2013.10.12、水戸 

37) 田原和典、畑中政博、長谷川真理子、五十嵐昭宏、藤野順子、石丸由紀、池田 均：

イレウスを発症した小児大腸癌の一例．第 48 回日本小児外科学会関東甲信越地方会、

2013.10.12、水戸 

38) 五十嵐昭宏、鈴木 完、山本英輝、土岐文彰、西 明：体重増加不良と嘔吐で発見さ

れた幼児十二指腸閉鎖症の 1例．第 48 回小児外科学会関東甲信越地方会、2013.10.12、

水戸 

39) 池田 均：神経芽腫スクリーニング：特に休止後の神経芽腫発生の変化について．平

成 25 年度「乳幼児の疾患疫学を踏まえたスクリーニング及び健康診査の効果的実施に

関する研究」（研究代表者、岡 明）第一回班会議、2013.10.19、東京 

40) 石丸由紀、鈴木 信、長谷川真理子、藤野順子、田原和典、畑中政博、池田 均：単

孔式腹腔鏡補助下大腸全摘術を施行した潰瘍性大腸炎の 1例．第 33 回日本小児内視鏡

外科・手術手技研究会、2013.10.24-25、東京 

41) 藤野順子、石丸由紀、長谷川真理子、田原和典、畑中政博、池田 均：尿膜管遺残に

対する術式．第 33 回日本小児内視鏡外科・手術手技研究会、2013.10.24-25、東京 

42) 五十嵐昭宏、鈴木 完、山本英輝、土岐文彰、西 明：腹腔鏡併用にてヘルニア嚢同

定を行った小児大腿ヘルニアの 1例．第 33 回小児内視鏡外科・手術手技研究会、

2013.10.24-25、東京 

43) 長谷川真理子、藤野順子、五十嵐昭宏、畑中政博、田原和典、石丸由紀、池田 均：

家庭内暴力を理由に転居を繰り返した症例における治療介入の経験から．第 29 回日本

小児外科学会秋季シンポジウム、2013.10.26、東京 

44) 田原和典、長谷川真理子、五十嵐昭宏、畑中政博、藤野順子、石丸由紀、池田 均：

新生児期に診断された肝管欠損・肝門部無形成型胆道閉鎖症の 1例．第 40 回日本胆道

閉鎖症研究会、2013.11.16、東京 

45) 鈴木 信、大竹紗弥香、藤野順子、池田 均、桑野博行：小児急性虫垂炎に対する腹

腔鏡下虫垂切除術における断端処理．第 75 回日本臨床外科学会総会、2013.11.21-23、

名古屋 

46) 畑中政博、長谷川真理子、五十嵐昭宏、藤野順子、石丸由紀、田原和典、池田 均：

免疫組織化学染色を用いた腸管神経叢発達の評価（Pathological evaluation of enteric 

nervous plexus development and hypoganglionosis using immunohistochemistry）．第 41 回獨

協医学会、2013.12.7、栃木 

 

「症例提示」 

− 45−



1) 長谷川真理子：日齢 3、食道閉鎖症．症例報告会（越谷市立病院小児科と合同）、2013.11.12、

越谷 

 

「座長・司会・開催など」 

1) 池田 均：当番幹事、第 5回埼玉県小児外科研究会、2013.1.18、さいたま 

2) 鈴木 信：一般演題セッション 2「症例、その他 2」座長、第 26 回日本小児脾臓研究会、

2013.3.9、大阪 

3) 池田 均：International Panel Discussion 4「Pediatric Oncology」座長、第 50 回

日本小児外科学会学術集会、2013.5.30-6.1、東京 

4) 田原和典：ポスターセッション 52「胸部 3：横隔膜ヘルニア・その他」座長、第 50 回

日本小児外科学会学術集会、2013.5.30-6.1、東京 

5) 田原和典：ポスター「消化器 2」座長、第 27 回日本小児救急医学会、2013.6.14-15、

沖縄 

6) 池田 均：一般演題（ポスター）、口頭発表「消化器・肝・胆道 3」座長、第 49 回日本

周産期・新生児医学会総会、2013.7.14-16、横浜 

7) 池田 均：教育講演「新生児蘇生法の普及状況の現状と課題」（埼玉医科大学総合医療

センター小児科、田村正徳）座長、第 54 回日本母性衛生学会総会・学術集会、2013.10.4、

さいたま市 

8) 池田 均：一般演題「QOL：心理支援」座長、第 24 回日本小児外科 QOL 研究会、2013.10.5、

福岡 

9) 池田 均：ワークショップ「横紋筋肉腫」、第 55 回日本小児血液・がん学会学術集会、

2013.11.29-12.1、福岡 

 

3．研究助成等 

1) 平成 25 年度厚生労働科学研究費補助金成育疾患克服等次世代育成基盤研究事業、「乳

幼児の疾患疫学を踏まえたスクリ－ニング及び健康診査の効果的実施に関する研究」、

2,000,000 円（研究分担者、池田 均） 

2) 平成 25 年度厚生労働科学研究費補助金がん臨床研究事業、「小児がんの罹患数把握お

よび晩期合併症・二次がんの実態把握のための長期フォローアップセンター構築に関

する研究」、（研究代表者一括）（研究分担者、池田 均） 

1) 平成 25 年度文部科学省科学研究費補助金（基盤研究 A）、「ips 細胞技術を用いた腫瘍

幹細胞のリプログラミングによる小児難治性肉腫の治療開発」、260,000 円（研究分担
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者、池田 均） 

2) 平成 25 年度文部科学省科学研究費補助金（基盤研究 C）、「先天性消化管閉塞性疾患に

おける好酸球性炎症の検討」、195,000 円（研究分担者、池田 均） 

 

4．学位 

該当なし 

 

Ⅵ 教育関連の活動 

1．学生実習 

医学部 5年生を対象とした bedside learning (BSL)を担当した。朝 8時 30 分のミーティ

ングから診療終了時刻まで学生は担当医とともに過ごした。病歴聴取、診察、検査、手術

（術前準備から術後管理まで）、診療記録の記載などの実際を指導した。学生は可能な限り

緊急手術にも立ち会い、外来診療、回診、カンファレンス、症例検討会などを通じ小児外

科疾患の病態、診断、治療に関する基本的知識が得られるよう、さらにチーム医療の実際

を体験できるよう配慮した。学生には個別にテーマを与え、学習した内容を短時間でプレ

ゼンテーションする機会を与えた。 

 

2．卒後臨床研修 

 2013 年度は臨床研修科目として小児外科を選択した初期研修医は 0 名であった。一方、

外科医師 2 名が小児外科の臨床経験を得る目的で、それぞれ 1 ヵ月間の小児外科研修を行

った。 

 

3．講演・講義 

1) 池田 均：「グループ研究による神経芽腫の標準治療の確立と新規治療の開発」、大森

小児外科セミナー、2013.3.29、東邦大学医学部、東京 

2) 池田 均：「外科臨床研究の現況：小児外科：神経芽腫のグループ研究と臨床研究」、

第 10 回臨床研究セミナー、第 113 回日本外科学会定期学術集会、2013.4.11-13(13)、

福岡 

3) 池田 均：「小児がんのグループ研究による標準治療の確立」、第 3回壬生 Oncology セ

ミナー、2013.5.15、獨協医科大学、栃木 
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4．セミナーの開催 

1) 第 41 回 小児外科・周産期外科セミナー 

講師：メディカルトピア草加病院院長、金平永二先生 

演題：「あっという間の 20 年だけどさ」 

2013.2.1、獨協医科大学越谷病院・第 1会議室北 

2) 第 42 回 小児外科・周産期外科セミナー 

講師：済生会横浜市東部病院こどもセンター部長、乾あやの先生 

演題：「新生児・乳児の肝・胆道疾患の診断と治療：特に胆汁うっ滞性疾患について」 

2013.3.22、獨協医科大学越谷病院・第 1会議室北 

3) 第 43 回 小児外科・周産期外科セミナー 

講師：東京労災病院形成外科、大澤幸代先生 

演題：「小児領域における形成外科診療」 

2013.12.20、獨協医科大学越谷病院・第 1会議室北 

 

5．小児外科・病理カンファレンス 

1) 第 30 回小児外科・病理カンファレンス、2013.2.15 

(1) 12 歳、男児、遺伝性溶血性貧血 

(2) 3 歳、男児、腹壁腫瘤 

(3) 2 歳、男児、重複尿管 

(4) 26 日、男児、仙尾部腫瘤 

(5) 7 歳、女児、卵巣奇形腫 

(6) 10 歳、女児、膵管胆道合流異常 

(7) 11 歳、女児、潰瘍性大腸炎 

(8) 14 歳、男児、大腸腫瘍 

(9) 6 日、男児、回腸閉鎖症 

2) 第 31 回小児外科・病理カンファレンス、2013.12.13 

(1) 3 歳、女児、卵巣奇形腫 

(2) 9 歳、男児、肝芽腫肺転移 

(3) 8 歳、男児、血管腫 

(4) 13 歳、男児、腋下腫瘤 

(5) 7 日、女児、臍腸瘻 

(6) 8 ヵ月、男児、高位鎖肛 
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(7) 21 歳、女性、結節性筋膜炎 

(8) 4 歳、男児、鼻部腫瘤 

(9) 5 日、女児、卵巣嚢胞 

(10) 20 日、男児、血管奇形 

(11) 2 ヵ月、男児、神経芽腫 

 

6．抄読会 

 2013 年は 44 回の抄読会(抄読論文数 77)を行った。 

 

Ⅶ その他 

1) 五十嵐昭宏：新任医師あいさつ．群馬県立小児医療センターだより、No.29、平成 25

年 4 月 

2) 鈴木 信：近況報告「獨協医科大学越谷病院小児外科」．群大一外同門会報、第 41 号、

pp147-155, 2013 

3) 池田 均：「実験動物センター紀要第 13 号」発行に寄せて．獨協医科大学実験動物セ

ンター紀要、pp9, 2013 
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付． 

  

第 5 回埼玉県小児外科研究会プログラム 
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編集後記 
  

2013 年、初めてブルベに参加した。一定の距離を既定の時間内に走る自転車のロングラ

イドである。通常の大会レースと異なり、交通規制のない一般道を走り、走行中のエイドや

サポートはない。あるのは決められたコースと時間内にチェックポイントを通過するという

制限のみである。手始めとして最短の 200 キロにトライした。朝 7時過ぎにスタートして、

夕方 6時過ぎにゴール。その間、休憩や飲水、食事などはすべて自己管理であるためか、制

限時間内のゴールを目指してただひたすら走ることのみに専念するようになり、いつのまに

か沿道の景色や他の参加者との交流を楽しむなどの余裕を失う結果となった。 

医師として生きることも同様なのであろう。本来の目的を見失い、あらぬ方向へ暴走する

こととなれば、臨床家としてのきめ細やかな患者への配慮や、真摯に学問することを忘れる

結果となる。世の中、だれも親切に諭したりなどはしてくれない。自らときどき立ち止まっ

て軌道修正し、歩みのペースを調節するしかない。これを忘れると道に迷うどころか二度と

道に戻れなくなることもあるとは、誰もが知るはずなのに改めてこれを説く人は意外と少な

い。 

ブルベは一度でやめた。しかし、その後もマイペースの一人走りは続けている。 

（池田） 
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